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認知機能の評価は日本語版 Montreal Cognitive Assessment （MoCA-J）を用いて行い、25
点以下を「認知機能低下群」、26 点以上を「健常群」とし、2 群間における各調査項目の比






および 30kPa 未満の低舌圧 (P=0.023)が認められた。ロジスティック回帰分析の結果、  認
知機能低下は年齢（OR=1.25，95％CI 1.03-1.52，P=0.024）、現在歯数（OR=0.83, 95%CI 
0.76-1.00, P=0.047）および低舌圧（OR=0.87，95％CI 0.77-0.98，P=0.022）と関連していた。 
本研究において、舌圧をはじめとする口腔機能を維持することで認知機能の低下を予防
できる可能性が示唆された。 
